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審 議 会 等 名 
令和３年度第２回海老名市市民活動推進委員会 

（書面開催） 

開 催 日 時 

（意見提出期間） 

令和３年９月２日から９月 17 日まで 

（意見書提出期間） 

出 席 者 

（意見提出者） 

海老名市市民活動推進委員会 委員８名 

堀尾委員長、渋谷副委員長、瀬戸委員、大島委員、 

勝田委員、木下委員、川田委員、高橋委員 

公 開 の 可 否 ☑公開 □一部非公開 □非公開 

議 題 
（１） 令和４年度海老名市市民活動推進補助金 

「審査申込みの手引き」について 

資 料 

（１） 次第 

（２） 令和４年度海老名市市民活動推進補助金 

「審査申込みの手引き」について 

（３）意見書 

（４）【事業視察】まなピタネット 

（５）市民活動団体の活性化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇会議の内容（提出された意見及びそれに対する回答） 

１ 提出された意見及びそれに対する回答 

【委員】 令和４年度海老名市市民活動推進補助金「審査申込の手引

き」４ページの③補助金額の注意事項について、「応募団体数

により、審査申込時の金額から減額して交付する場合がありま

す」と表記がありますが、補助金の交付団体数により交付金額

が決定するため、上記下線部を「補助金交付団体数により」と

変更するのはいかがでしょうか。 

【事務局】 予算の関係上、「応募団体数により～」と表記をしておりま

したが、交付団体数により交付額が確定するため、「補助金交

付団体数により～」と表記の変更を行います。 

【委員】 市民活動団体の活性化のため、発表の場を設けることについ

ては、手引きに明記する等、事前に周知が必要だと考えます。 

【事務局】 「発表の場」に関しまして、詳細が未確定な部分も多いた

め、手引き等に明記することは難しいと考えております。その

ため、事前相談期間や補助金の応募があった団体に周知をして

いきたいと思っております。広報等を活用していくか、事務局

で検討いたします。 

【委員】  発表の場につきまして、発表を行う団体数によりますが、午

前と午後の一日中行う予定で調整するのはいかがでしょうか。

また、これまでに補助金を交付した全団体に発表の場を設ける

旨の案内を送り、応募があった団体に発表をしていただく。応

募団体数によりますが、プレゼンテーション形式での発表と

し、質疑応答の時間（質問者が推進委員）を設けることができ

ると良いと考えます。 

【事務局】 主に、今年度補助金交付団体を対象に発表を行っていただき

たいと考えております。また、発表の場については詳細が未確

定のため、対象の団体や発表形式、当日のスケジュール等につ

いては、ご意見を参考に検討いたします。 

【委員】 今年度は難しいと考えますが、来年度の補助金申請時期にこ

れまで補助金を出した団体（可能であれば全団体）の活動内容

を紹介するパンフレット、ポスター等の展示を市役所ロビーで

行うことができると良いと思います。 

 

 



【事務局】 補助金をより身近に感じていただくため、パンフレット・ポ 

スター等の掲示を行いたいと思います。対象の団体につきまし

ては、できるだけ多くの団体に御協力をいただきたいと思いま

すが、設置スペース等を考慮し検討いたします。 

【委員】 「補助金を活用した事業」と紹介しないイベントが話題にな

りますが、その旨（補助金事業）を明記した「のぼり旗」等を

作成し、貸し出すなどしてイベント会場の目立つ場所に掲げて

もらうのはいかがでしょうか。 

【事務局】 団体にはイベント等で「補助金を活用した事業」とPRをして

いただくようお願いするとともに、より周知につながるよう、

のぼり旗等の作成や設置を来年度以降の検討事項とさせていた

だきます。 

【委員】 令和４年度海老名市市民活動推進補助金「審査申込の手引

き」について、「趣味的な活動やサークル活動、また団体の会

員だけが利益を得る活動は、対象になりません。」と明記され

ているのは応募する方にとって良い判断材料になると思います

が、コロナ禍での市民活動の停滞期に応募数が少なく予算を活

用し得ない場合も、その原則は貫くべきか、あるいは状況に応

じて制約を緩めるかの判断を「事前相談期間」が始まる前に委

員会の姿勢を一本化しておいたほうが良いと考えます。令和３

年度交付団体の審査会では委員の点数が原則に則った形になり

ましたが、また同様のケースになる可能性があります、【対象

外】、【コロナ禍での例外】をはっきりさせることで、いたず

らにプレゼンの手間をとらせることを避けることができ、ま

た、多くの団体に可能性が広がると考えます。 

【事務局】 補助金は「公益的な市民活動を行う団体の事業」に交付する

ため、例外的に趣味的な活動を認める等、制約を緩めることは

考えておりません。委員会の姿勢を一本化するため、次回の委

員会で皆様にご意見を伺いたく存じます。 

２ その他 

【事務局】 意見あり・・・３名 

意見なし・・・５名 

   計・・・８名 

 


